
 

文人の墓に参り故人を偲ぶ「掃苔(そうたい)」

が、江戸中期から明治にかけて流行しました。 

現在でも「墓マイラー」という言葉があり、「掃

苔」は受け継がれているように見えます。敗戦後

の日本では、文人ゆかりの地を巡って想いを馳せ

る「新東京文学散歩」（野田宇太郎）が流行し、

今は作品の舞台を探訪する「聖地巡礼」が盛んに

行われています。世代を超えて楽しめる 21世紀

の(武蔵野)文学散歩について、皆さんと一緒に考

えたいと思います。 

令和７年 11 月 12 日 老壮シニア講座のお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講 師： 土屋 忍 （つちや しのぶ） 

 武蔵野大学 文学部教授・むさし野文学館 館長 

日 時： 令和７年11 月 12 日(水) 
 午後１時 30 分 ～ ３時 30 分（開場：午後１時） 

会 場： 武蔵野スイングホール（スイングビル２階） 

       武蔵野市境 2-14-1（武蔵境駅北口徒歩 2 分） 

入場料： 無料 当日直接会場へ（定員 170 名・先着順）  

問合せ： 武蔵野市老壮連合会 鈴村 090-7301-1989 

武蔵野プレイス 30-1901（水曜日休館） 

共 催： 武蔵野市老壮連合会・武蔵野市教育委員会 

21 世紀の「文学散歩」論 

           in 武蔵野 
～ 故人を偲び、「聖地」を巡礼する ～ 

武蔵野プレイス HP 

老壮連合会 HP 


